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○日 程 

 

○審議会 

１．開会 

２．議題 

（１）一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）の策定について 

  

○出席委員（１０名）  

会 長 塚本 竜太郎 組合議会議員（柏市選出議員） 

副会長 後関 俊一 組合議会議員（鎌ケ谷市選出議員） 

委 員 村越 誠 組合議会議員（柏市選出議員） 

 寺本 真理 組合議会議員（鎌ケ谷市選出議員） 

 佐藤 浩 柏市議会議員（建設経済環境委員会委員長） 

 小易 和彦 鎌ケ谷市議会議員（都市・市民生活常任委員会委員） 

 鈴木 實 柏市住民代表（柏市廃棄物処理清掃審議会委員） 

 鈴木 勲 柏市住民代表（藤ケ谷区） 

 矢崎 博一 鎌ケ谷市住民代表（鎌ケ谷市廃棄物減量等推進審議会委

員） 

 小金谷 正男 鎌ケ谷市住民代表（軽井沢自治会会長） 

 

○欠席委員（２名）  

委 員    伊藤 勝 学識経験者（江戸川大学名誉教授・学校法人江戸川学園評

議員） 

委 員    磐田 朋子 学識経験者（芝浦工業大学 副学長） 
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○説明のための出席者 

事務局  萩原 勝   事務局長   

     野澤 孝夫  事務局次長  

栗原 稔   クリーンセンターしらさぎ所長  

大竹 隆行  クリーンセンターしらさぎ計画係 係長  

松丸 悦卓  クリーンセンターしらさぎ管理係 係長  

岡田 壮玄  クリーンセンターしらさぎ計画係 主査  

髙橋 徹   クリーンセンターしらさぎ再任用  

構成市  松友 靖明  柏市廃棄物政策課 統括リーダー    

佐々木 信悦 鎌ケ谷市クリーン推進課 業務係長 

 

 

○傍聴者  ０名 
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○審議会 

１．開会 

２．議題 

（１）一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）の策定について 

 〈会長〉 

それでは、議題（１）一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）の策定について事務局より

説明を求めます。 

〈事務局〉 

議題（１）一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）の策定について説明 

〈会長〉 

委員の皆さまからのご意見、ご質問等がありましたら、よろしくお願いいたします。

どうぞ。 

〈Ａ委員〉 

概要版ではなく本編のほうで、今回の主な変更内容は、前回の資料からの変更、追加内

容ということで見させていただいたのですけども、３番の、本編の51ページのレーダーチ

ャート中の部分についても前回から修正されているのではないかと思うんですけども。   

左側のほうに、１人当たりのごみ処理経費というのがあるのですが、これは、全国を100

として、それぞれ指標として出していると思います。全国を100とするのはいいんですけれ

ども、例えば千葉県、類似市、組合、それぞれが一番低いところで80という数字になって

います。例えば千葉県なんですけれども、1万3,074ですよね。そうすると、指標としては

96ぐらいになるんじゃないかと思うんです。この数字は合っているのかどうか、もう一度

確認をお願いしたいと思います。 

〈事務局〉 

おっしゃるとおり、95.26といった数字になると思いますので、こちらのレーダーチャー

トは修正させていただきます。 

〈会長〉 
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では、修正のほう、よろしくお願いいたします。 

〈Ａ委員〉 

それから、今回の目玉になっている食品ロスについてですが、本編109ページの表５－２

－３で、事業系の食品ロス量が325という数字になっているんですが、その上に事業系ごみ

が589とあります。これとの関係がどういうふうになっているのか、この表だけだと分かり

づらいので、説明をお願いしたいと思います。あくまでもこの表は、事業系ごみの中の食

品ロスの発生量についてというものですよね。そうすると、食品ロス全体というのが、ど

ういうことを意味しているのか。 

〈事務局（コンサルタント）〉 

分かりにくく、大変申し訳ございません。事業系ごみとして書かせていただいている589

トンという数字がありまして、その内訳として食品製造業、食品卸売業、食品小売業、外

食産業という４つの業が589トンの内訳となっています。そのうち一番下の325トンという

のが事業系食品ロス量として組合さまのほうに入ってくるものということで、食品製造業

のものは直接、食品製造業が産業廃棄物として排出されますので、その下の３つ、食品卸

売業、食品小売業と外食産業のものが恐らく入っているであろうというところで、その３

つのトン数、28トンと128トン、169トンを足したものが325トンという形です。 

〈Ａ委員〉 

上の表と比較した時に、それが分からなかったので。325というのは、そういうことなん

ですね。 

〈事務局（コンサルタント）〉 

はい。 

〈会長〉 

確かに全部足すような感じもしますね。 

〈Ａ委員〉 

そうなんです。それに関連してなのですけれども、108ページの一番下の行で、全国推計

値から推定した事業系ごみの発生量となっているんですけれども、これは先ほどの表から

いくと、事業系食品ロス発生量じゃないかなと思うんです。新しいところだったので、多
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分そういう細かなミスじゃないかとは思うんですけども。ロス量ですね。 

〈事務局〉 

ご意見をありがとうございます。見やすいように修正をいたします。 

〈Ａ委員〉 

はい。ぜひお願いしたいと思います。 

以上です。 

〈会長〉 

ありがとうございます。他にご意見、ご質問等はございませんでしょうか。大丈夫です

か。それでは、ないようですので以上で終了させていただきます。 

続きまして、議題（２）その他につきまして、委員の皆さまから何かございますでしょ

うか。よろしいでしょうか。事務局のほうからは何かございますでしょうか。 

〈事務局〉 

先ほどご意見をいただきました修正内容につきましては、修正後の状態のものを後日お

配りして、パブリックコメントのほうをさせていただければと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

次に、第５回審議会についてです。パブリックコメントを実施した後、その結果報告と

答申書案の内容についてご審議いただくために開催いたします。開催時期につきまして

は、３月14日木曜日から19日火曜日の間で予定したいと考えておりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

〈会長〉 

ありがとうございます。それでは本日の審議内容踏まえて、事務局は必要な調整等、お

願いしたいと思います。以上をもちまして本日の審議会を終了いたします。ありがとうご

ざいました。 


